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石川県の被災状況等①

人的被害・住家被害（石川県）【石川県被害報告 3月19日16時30分現在より】

※輪島市では、約330戸で停電、約4,500戸で断水が継続している。
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石川県の被災状況等②

避難所の開設状況（石川県）【石川県被害報告 3月19日14時00分現在より】

※被災地では、現在も多くの方が避難所での生活を余儀なくされている。
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地震発生からの本市の主な動き等

1月 1日 危機管理室にて情報収集し庁内共有
消防局、上下水道局にて初動対応体制

1月 3日 第1回 救援対策本部会議
1月 4日 関西広域連合第1回災害対策支援本部会議

輪島市への対口支援（カウンターパート支援）の決定
1月 9日 大阪府・大阪市・堺市合同会議
1月16日 第2回 救援対策本部会議
1月25日 関西広域連合第2回災害対策支援本部会議
2月 6日 第3回 救援対策本部会議
3月 2日 関西広域連合第3回災害対策支援本部会議
3月21日 関西広域連合第4回災対対策支援本部会議
3月22日 第4回 救援対策本部会議

※輪島市への支援機関等の状況

項目 支援機関・団体

救助関係
消防、警察、自衛隊、DMAT、TMAT、DPAT、AMDA、日赤救護班、NHO 救護班、
JDAT、DCCAT、JMAT、JRAT、DWAT、国境なき医師団、日赤こころのケアチーム他

本部運営支援 総務省総括支援チーム（三重県、吹田市）

災害対応支援
防衛省、法務省、国交省（北陸地整、東北地整、中部地整、中国地整、近畿地整、
四国地整、九州地整、金沢地方気象台）

対口支援関係
三重県、大阪府、大阪市、堺市、徳島県、東京都、長野県、川崎市、北海道、静岡県、
岐阜県、愛媛県、広島県、山口県、高知県、北九州市、福岡市、熊本県

県内相互応援 川北町 4



職員の派遣状況

【参考】

派遣先 支援内容 派遣期間
派遣人数（3月18日現在）

ポスト数 人・日

輪島市

緊急消防援助隊【消防局】 1/1～2/2 186人 655人・日

リエゾン（情報収集･連絡調整活動）
【危機管理室・消防局（2/15～）】

1/5～ 44人 168人・日

避難所運営支援【全庁】 1/10～ 180人 680人・日

被災建築物応急危険度判定支援【建築都市局】 1/13～17 2人 6人・日

能登町

健康管理･支援業務
【健康福祉局･子ども青少年局･各区保健センター】

1/6～3/23 132人 288人・日

漏水等調査業務 3/12～ 2人 12人・日

穴水町 DHEAT（保健医療調整本部等の支援）【健康福祉局】 1/12～18 1人 5人・日

七尾市・穴水町 給水リーダー業務・応急給水活動【上下水道局】 1/3～3/4 48人 310人・日

白山市・能登町
輪島市・穴水町

下水道管路の被災調査【上下水道局】 1/10～ 40人 272人・日

能登地方 動物愛護管理業務【健康福祉局】 3/7～ 1人 6人・日

石川県庁
関西広域連合リエゾン（情報収集･連絡調整活動）

【危機管理室】
2/18～2/21 2人 8人・日

白山市
金沢市

二次避難中の中学生への学習指導・夜間生活指導支援
【教育委員会】

2/26～3/8
2/26～3/2
3/14～18

3人 19人・日

合計 641人 2,429人・日

派遣先 支援内容 派遣期間 派遣人数合計

石川県
DMAT（被災傷病者の健康管理・搬送、病院支援）

【堺市立総合医療センター】
1/18～21・

2/2～4
8人

志賀町
災害ボランティア業務支援【堺市社会福祉協議会】

1/28～2/3
2/9～2/15

1人
2人

七尾市 2/13～ 10人
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職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動 【危機管理室・消防局・各局区】

支援内容 主な支援活動

リエゾン

【調査業務】
・輪島市内（担当避難所含む）の被害状況調査
・支援ニーズ調査
【調整業務】
・対口支援リエゾン会議への出席
・輪島市災害対策本部会議の傍聴など
・大阪府、大阪市をはじめ対口支援団体間との連絡
調整、情報共有
・避難所運営職員との支援調整
【派遣状況】
・1月5日から派遣開始 派遣数168人・日

避難所運営支援

【担当避難所】
・輪島市立大屋小学校
・輪島市立三井公民館
【業務内容】
・避難所運営員（地域住民）と調整
・避難所の環境整備（パーティション等の組み立てなど）
・支援物資の管理及び受け渡し
・シャワー設備管理、食事の配膳、トイレ清掃
・避難所イベントの運営補助など
【派遣状況】
・1月10日から派遣開始 派遣数680人・日

（輪島市災害対策本部会議）

（2/10おもてなし茶会開催）

（3/3もちつき大会運営補助）

◆リエゾン・避難所運営支援業務
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避難所での口腔ケアグッズ 能登町職員との情報共有在宅避難者への訪問

職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【健康福祉局・子ども青少年局・区役所】

◆健康管理・支援業務

派遣先・派遣期間 能登町（1月6日～3月23日）

派遣人数 4人活動中（派遣者数合計132人（288人・日））

活動目標
避難所生活者：健康維持・管理方法指導
在宅避難者 ：健康被害予防のための保健指導

活動内容
避難所生活者：在宅移行者の健康管理指導（栄養・歯科指導含む）
在宅避難者 ：75歳以上高齢者 不在者訪問

巡回先
（堺市担当 能都地区）

避難所：32箇所（1月9日時点）
避難所：7箇所（3月10日時点）

7

（令和6年3月18日現在）



派遣先
石川県能登中部保健福祉センター（七尾市）
石川県能登北部保健福祉センター（輪島市、珠洲市、穴水町等）

派遣人数
獣医師 1人 （6人・日）
（国・自治体からの災害派遣（獣医師）チーム４人体制の内）

派遣期間 3月7日～3月13日

活動目的
動物愛護管理に関する業務支援
（飼い主とはぐれた犬猫の対応、避難所でのペットの適正飼育指導等）

活動内容
管内避難所巡回（ニーズ把握、情報整理）、
仮設住宅入居説明会参加（ペット飼育方法等説明）等

継続した支援
把握したニーズや課題を次の派遣職員や現地の職員（国・県職員）、
県獣医師会と共有し、解決に結びつける

職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【健康福祉局】

◆動物愛護管理業務

避難所を巡回してペットの飼育指導 県庁・保健所、環境省と
WEB会議

仮設住宅説明会でペット
の飼い方について説明
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支援内容
輪島市・珠洲市・能登町の中学生の二次避難先における学習支援・
夜間生活指導支援

派遣場所 白山青年の家（白山市）、医王山スポーツセンター（金沢市）

派遣職員
【学習支援】 学校教員2人（英語・理科）を派遣（15人・日）
【夜間生活指導支援】 事務局職員1人（指導主事）を派遣（4人・日）

期 間
【学習支援】 白山市:2月26日～3月2日 金沢市:2月26日～3月8日
【夜間生活指導支援】 白山市:3月14日～3月18日

避難状況
白山青少年の家:輪島市中学生99人（当初）
医王山スポーツセンター:珠洲市、能登町の中学生142人（当初）
※3月22日に閉鎖予定のため、避難者数は徐々に減少している。

活動内容
・学習指導（受験対策、卒業式の練習など）・支援物資の搬入補助
・宿泊室での生活支援・指導（体調管理、清掃、巡回指導など）

教室の様子（ 1学年で1つの教室を使用）
【医王山スポーツセンター】

授業の様子
【白山青年の家】

支援教員の打ち合わせ
【白山青年の家】

職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【教育委員会】

◆学習指導支援・夜間生活指導支援
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子どもたちを元気づける取組
（子どもが頑張っていることを掲示）

【白山青年の家】

子どもたちの様子

大規模災害時においても、子どもの学びを止めない、また、子どもの心のケアを十分に
行える体制を構築しておくことが重要。

支援物資の状況
（ティッシュ、筆記用具、下着など）

【医王山スポーツセンター】

体育館での集会の様子
（集会で支援物資を配布）
【医王山スポーツセンター】
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職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【教育委員会】

・落ち着いて学習しているように見えたが、「家族を被災で失った」
「地元ではない高校に進学することになった」等、心に大きな傷を
負った子どもの声が聞かれた。
・子どもたちは、生活も学習活動も同じ場所、同じ集団で行って
いることにストレスを溜めている様子であった。
・通常と異なる環境下で学習に集中できない子どももいた。
・少しずつではあるが、心配なことを抱えながら前向きな気持ちを
持てるように努力しているように感じた。



○1月3日から派遣
・指揮車１台 給水車２台（7名体制）（310人・日）
→断水の解消状況に応じて徐々に減員、減車
・3月4日をもって活動終了

派遣状況

○給水車による応急給水活動及びリーダー業務
・福祉施設、避難所等への応急給水（七尾市、穴水町）
・穴水町で活動している応急給水支援隊の総合調整を行う
リーダー業務（2月2日～3月4日）

活動内容

避難所等への応急給水福祉施設への応急給水 穴水町役場への終了報告

職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【上下水道局】

◆応急給水支援活動
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※消火栓等から水道水を放出し水道管路内を洗浄する作業

漏水調査等の状況前任都市からの引継状況

職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【上下水道局】

◆水道の応急復旧支援活動

○3月12日から新たに派遣
・作業車１台（2名体制）（12人・日）
・派遣期間は3月末頃までを予定

派遣状況

○能登町での水道復旧に向けた漏水調査等業務
・漏水場所を確定するための調査
・修繕後の水道管内を洗浄する洗管作業※

・3月12日現在で6,220戸中2,590戸が断水。
3月末の解消をめざしている。

活動内容
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職員の派遣状況
第3回救援対策本部会議（2/6）以降の活動【上下水道局】

◆下水道管路の被災調査

○1月10日から派遣
・車両2台（4名体制）（272人・日）
・現地で7日間活動し交代
・派遣期間は未定

派遣状況

○下水道管路の被災調査業務
・マンホールを開けて滞水状況を調査（完了）
・下水道管路内部の状況を管内カメラで確認
・3月12日現在、穴水町で調査活動中
・調査対象延長約30kmに対し約26kmの調査完了

活動内容

液状化で隆起したマンホール 管内カメラ調査状況 13

（令和6年3月18日現在）



物的支援・義援金など

支援先 支援物品 数量 発送日

津幡町 備蓄水 15,000本 令和6年1月6日

内灘町
携帯トイレ
トイレットペーパー

4,500枚
1,008ロール

令和6年1月6日

宝達志水町
ブルーシート
トイレットペーパー

500枚
96ロール

令和6年1月6日

輪島市
マスク
備蓄食料

100,000枚
39,800食

令和6年1月10日

石川県 ブルーシート 1,000枚 令和6年2月2日

項目 支援内容 期間

災害義援金の受付
本庁及び区役所で義援金の受付及び募金箱の設置
日本赤十字社を通じて被災地支援に活用
◆義援金 19,738,431円（3月17日現在）

令和6年1月5日～
令和6年12月27日

輪島市ふるさと納税の代理受入
ふるさと納税制度を利用した災害支援寄附を本市が
代理で受入れ
◆寄附金額 28,834,936円（3月17日現在）

令和6年1月12日
～

【物的支援】

【義援金など】
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項目 施設 人数等

避難者数

市営住宅 1世帯4人

市内府営住宅 2世帯3人

市内府住宅供給公社 1世帯2人

その他（親族宅等） 5世帯9人

認定こども園等での受入

認定こども園 2人

保育所 0人

地域型保育事業施設 0人

市立小中学校等への転入

幼稚園 0人

小学校 2人

中学校 0人

高等学校 0人

市内避難者への支援①

15
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市内避難者への支援②

項目 支援内容

被災者支援ワンストップ相談窓口
堺市に避難された方や被災された方のご家族等を対象に、各種支援メニューを
案内する相談窓口を開設

市営住宅の無償提供（1年間）
災害で自宅が損壊され、引き続き居住することが困難な方等への市営住宅の
無償提供

上下水道料金の免除（１年間）
市営住宅等の公的賃貸住宅を無償で提供された方への上下水道料金の免
除

生活保護の申請相談 経済的に生活に困っている方への生活保護法による保護の適用

介護保険の保険料減免
利用者負担額の減免

介護保険料、介護保険サービスの利用者負担額の減免

国民健康保険の保険料減免
医療費の一部負担金減免

国民健康保険料、医療機関等の医療費（入院療養及び外来療養）の一部
負担金減免

後期高齢者医療制度の保険料減免
医療費の一部負担金額減免

後期高齢者医療医療制度の保険料、医療機関等の医療費（入院療養及び
外来療養）の一部負担金減免

国民年金保険料の免除
被保険者等が所有する住宅、家財その他の財産が、その価格の概ね二分の一
以上の被害を受けた場合保険料免除

16
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市内避難者への支援③

項目 支援内容

障害福祉サービス等の利用者負担額
の減免

障害福祉サービス等の利用者負担額の減免

保健医療専門職による健康相談等
保健医療サービスの提供

避難者の状況に応じた健康相談等の実施

住民票の写し等の交付手数料の免除 住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本等の交付手数料を免除

被災児童の受け入れ
［認定こども園、保育所等］

保育を必要とする場合に、認定こども園、保育所、地域型保育事業施設での児
童の受入 ※保育料:無償

被災児童等の受け入れ
［市立学校園］

幼稚園、小中支援学校、高等学校の子どもの市立学校園への受入 ※高校
授業料:無償

被災児童の受け入れ
［放課後児童対策等事業］

のびのびルーム・堺っ子くらぶ・放課後ルームへの受入
※負担金：無償（傷害保険料、間食代は必要）

被災児童等への心のケア・教育相談
［市立学校園］

スクールカウンセラーによる心のケア
学校生活や家庭教育の教育相談

図書の貸し出し 貸出カードを交付し図書を貸出
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市内避難者への支援④

項目 支援内容

妊産婦の健康診査 市が定めた妊産婦の健康診査の実施

乳幼児の健康診査
1～3カ月児と9～11カ月児に各1回の健康診査を実施
4カ月児、1歳6カ月児、3歳6カ月児に健康診査を実施

保健医療専門職による健康相談等
保健医療サービスの提供

避難者の状況に応じた健康相談等

社会福祉協議会による
ボランティア相談の受付

避難者の状況に応じ、ボランティア支援の相談の受付

生活費の貸付

当座の生活費を要し、1カ月程度以上居住する見込みの世帯へ生活費の貸
付（返済期間2年以内 無利子）
・10万円以内
・妊産婦や学齢児童がいる場合等20万円以内

転居費用の貸付
引っ越しの費用や家具家電など災害をうけたことによる臨時の経費を要する世
帯への貸付（返済期間20年以内 連帯保証人を設定した場合無利子）
・150万円以内

就職支援 専門員による就職に向けた個別相談、求人情報の提供等の就職支援を実施

18




